
令和３年度うきは市結婚新生活支援事業 アンケート調査結果

事業概要
新婚世帯に対し、住宅の購入費、賃貸物件の賃借費、引越し費用を最大６０万円補助
するもの。

事業目的
新型コロナウイルス感染症の流行は、結婚、妊娠・出産、子育ての当事者にも多大な影
響を与えていることから、 安心して結婚し、子供を生み育てられる環境を整備する。

調査対象
うきは市結婚新生活支援事業補助金の補助を受けた24組の新婚世帯に対し、アンケート
調査を実施
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本事業は、結婚へのきっかけの1つになったと思うか

とてもそう思う ある程度そう思う

あまりそう思わない 全くそう思わない
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3

国や市区町村の周知は十分であると思うか

思う 思わない
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結婚にあたって経済的不安があったか

とてもあった ある程度あった

あまりなかった 全くなかった
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結婚式費用

新婚旅行

婚約・結婚指輪の購入

住居費

引越費用

家具や生活雑貨の購入

その他

結婚に伴う経済的不安で思い浮かべるもの
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本事業は、結婚新生活に伴う経済的不安の軽減
に役立ったか。

とても役立った
ある程度役立った
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結婚に伴いや勤務先からの支援の有無。
（金銭的支援のほか、お手伝いも含む）

あった なかった
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本事業により、自分たちの結婚が地域に応援
されていると感じるか。

感じる 感じない どちらでもない

その他意見

■ありがとうございました。
■チラシにも本事業を申し込む際の条件、必要書類等が詳しく明記されて
いると良いと思います。
■7月に子どもが生まれます。生後1年ほどを目安に少しでもいいので支援
金などがあればいいなと思います。

事業評価
結婚するにあたって、申請者の全員が経済的不安を抱えている中、
半数の人が当該補助金が結婚のきっかけの１つとなったと答えてい
る。また全員が経済的不安の軽減に役だったと感じており、コロナ
禍における、若い世代の結婚への後押しとなることができた。
また、58％の人が家族や職場からの支援を受けておらず、とても助
かったという声が多かった。自分たちの結婚が地域に応援されてい
ると感じてもらうことで、地域貢献や郷土愛などが芽生えるきっか
けとなり、移住・定住の促進も期待される。結婚に留まらず、出産、
子育て、住居支援など切れ目のない支援の実施を検討していく。


